
対象：母子保健（医療機関、行政）・子育て支援・外国人支援などに携わる方、その他ご関心のある方

どう支えますか？
外国人住民の妊娠から子育て

定員：１００名(要申込） 参加費：５００円（ガイドブックを含む）

会場：神奈川韓国会館ホール 横浜市神奈川区鶴屋町2-10-1 神奈川韓国会館7階

外国人住民子育て
支援フォーラム2019
「外国人の妊娠から子育てを支えるガイドブック」発行記念

中村 安秀氏
（甲南女子大学教授・
日本WHO協会 理事長）

渡邉 洋子氏
（東京都多摩立川保健所長・
全国保健所長会グローバルヘルス研究班）

主催：公益財団法人 かながわ国際交流財団 協力：株式会社 母子保健事業団
問合せTEL:045-620-4466 ※当日は母子保健事業団の書籍・教材販売コーナーあり

外国人住民の
子育ての現状と取組み

財団子育て支援事業担当者および
神奈川県内の母子保健・子育て支援従事者、
外国人子育て経験者からの紹介

１部: 13:00-14:20

分科会：外国人の妊娠・子育
てを支えるためには
A. 医療現場で支えるためには

（医療従事者／医療通訳者／医療ソーシャルワーカー等）

B. 行政・地域で支えるためには
（行政関係者／子育て支援者／外国人支援者等）

まとめトーク
外国人の妊娠・子育てを
支えるネットワークづくり

中村安秀氏・渡邉洋子氏
聞き手：福田久美子（KIF)

２部: 14:35-15:55 3部: 16:10-16:40

１）氏名（ふりがな）
２）所属
３）居住市区町村
４）電話番号または携帯電話番号
５）メールアドレス
６）分科会（A・B)の第一希望・第二希望

メール・FAX・はがきにて以下の項目を
記載しお申込ください。
先着順による参加の可否は
7/22（月）以降順次ご連絡します。

【Emailの場合】 tabunkajoin@kifjp.org

【Faxの場合】 045-620-0025

【はがきの場合】〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町
２−２４−２ かながわ県民センター１３階
公益財団法人 かながわ国際交流財団

外国人住民子育て支援事業担当 福田宛

2019年

8/24（土）

(開場：12:30)

イラスト：たかえみちこ

申込

13:00～16:30

岩田 眞美氏 （横浜市こども青年局

総務部医務担当部長 こども保健医務監）

藤井 律子氏 （大和市立病院 産婦人科助産師）

佐藤 琴美氏 （大和市立病院 産婦人科助産師）

齊藤 みさ氏 （綾瀬市役所 健康こども部

健康づくり推進課 管理栄養士）

川上 千鶴氏 （横浜市中区こども家庭支援課 助産師）

藤村 メイ子氏（横浜市西区地域子育て支援拠点

「スマイル・ポート」子育てパートナー）

中山 久美子氏（横浜市神奈川区地域子育て支援拠点

「かなーちえ」職員）

鈴木 ミリアム氏（フィリピン出身 多言語支援センター

かながわ・MICかながわ医療通訳）

ダン グェン トウ ビェン氏（ベトナム出身

大和市国際化協会ベトナム語通訳）

ラクシャ アリヤル氏（ネパール出身）

母子保健・子育て支援の現場で、言語や文化の違いなどから、外国人住民への支援はまだまだ手探りの状
態が続いています。
このフォーラムでは、外国人住民の子育ての現状と支援の取り組みを当事者の声とともに紹介し、参加者
皆さんで、今後外国人子育てを支えるにはどのようなネットワークが作れるかを探っていきます。
今回は、様々な形でかかわる支援者で作り上げるフォーラムにしていきます。

先着順

ゲスト

※興味のある分科会にお申し込みください。

mailto:tabunkajoin@kifjp.org

